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「明治日本における西洋簿記事始め」 

 

                                                    総合政策学部 原田奈々子 

 

Ⅰ 明治期以前のわが国固有の会計実践 

 近世期を通じてわが国で実践されていた簿記は、和綴じ帳簿に取引の顛末を記した大福

帳式会計法、すなわち帳合法によるものであった。帳合法にみられる計算構造の特徴は、

一部の大店（おおだな）の例を除き、主として実物収支計算をとることにある。例えば金

銀収支計算、商品出入計算、掛増減計算などである。したがって、（金銀といった）計算対

象それぞれの動向を記録する専用帳簿は作成されるが、個々の計算結果を集計する、ある

いは計算対象相互の動きを結びつけるような帳簿や決算書が作成されるケースはあまり見

られない。ここで会計行為や帳簿に求められる機能は、現状を把握するための備忘記録を

残すことにあったと考えられる。 

 

＜展示資料１＞「万延元年大福萬覚帳」釜額邑 赤池市之丞 

近世期から近代にかけて一般的に作成されていた大福帳式帳簿の一例である。和紙を２

つに折って綴じ、墨筆縦書き、漢数字によって発生順に取引内容を書き記していく。この

帳簿に記された内容は、金銭貸借取引の動向である。取引日、貸付金額、貸付相手の名前

が記されており、必要に応じて取引の詳細を小書きする。貸付金の回収状況は、取引発生

時の記録を○あるいは棒線で消し込むことで記録する。本史料は万延元年から明治 5年ま

での貸付債権の発生と回収の状況が記録されている。 

 

＜展示資料２＞「金壱万両月五朱拾五ヶ年利積勘定書」嘉永五子年二月 

 本史料は 1万両を月 5 朱（年利 6％）の利率で貸付けた場合に、15年間で各月の利息を

含む貸付金がいくらになるかを示している。両替商が貸付業務で使用するためか、貸付先

から元利の明細を示すよう求められたためか、あるいは貸付期間に元利の返済を受けるの

ではなく、元本の返済は返済期日まで据え置き、利息だけを受け取るために各月の利息額

を計算したのか、その用途目的は定かではないが、当時の利息計算を知ることのできる史

料である。 

 

Ⅱ 明治期における西洋簿記の導入 

 明治期に入り、近世期と同様にわが国在来の帳合法が商慣習として実践されているなか、

西洋簿記を導入しようとする動きが生じる。日本が欧米諸国に比する経済的発展を遂げる

ために、一に近代的銀行制度の確立が急がれたからであり、二に近代的な株式会社制度の

導入が不可欠であるという認識のもとに、会計システムの西洋化が指向されたからである。

西洋簿記導入のプロセスは、大蔵省を中心とした官主導による流れと市井の有識者や財界

主導による流れとに分けることができる。前者の動きは、大蔵省のお雇い外国人 Alexander 

Allen Shand 著『銀行簿記精法』（明治 6年刊）に代表される。彼が伝えた銀行簿記法は、

まず明治 6 年 12 月の第一国立銀行の第１期決算報告において実践され、その後設立され



 

 

た国立銀行の実務に浸透していく。これに対して後者の動きは、欧米（特に米国）の簿記

書の翻訳とその教育にみられ、その教育成果が先駆的大企業で実践されることになる。 

 

＜展示資料３＞ ”Common School Book-keeping ; embracing Single and  

       Double Entry” 1871. 

本書は、米国の連鎖商業学校（Chain of Commercial Colleges）の商業簿記教科書であ

る。著者は、商業学校グループの創設者であるHenry  Beadman BryantとHenry Dwight 

Stratton、および同系列の商業学校の校長であった Sadler Packard である。この教科書

が刊行された当時の米国の商業学校では、簿記を独立した学科目としてではなく、むしろ

商業知識全般を習得する入り口と位置付け、高度な簿記システムや精密な理論よりも単純

簡潔な例題と解説によって、初学者の簿記に対する理解を深めることを意図した教育が行

われていた。そのため、本書もまた比較的単純な二帳簿制にもとづく商業簿記を平易に解

説する内容となっている。 

 

＜展示資料４＞ 福澤諭吉抄訳『帳合之法』明治 6年、明治 7 年刊 

 本書は、上述した米国の商業簿記書の抄訳として、わが国に初めて複式簿記による商業

簿記法を紹介した書物であり、初編二冊および二編二冊の全 4冊から構成される。初編二

冊は単式簿記を講じており明治 6 年に、複式簿記を講じる二編二冊は明治 7年に、ともに

慶應義塾出版局から刊行されている。本書の発行時期は大蔵省が刊行した『銀行簿記精法』

と重なるが、『銀行簿記精法』が銀行という限られた業態で実践される特殊簿記を講じてい

るのに対して、本書は一般的な業種に広く適用可能な商業簿記法を取り扱っている点で異

なる。 

 また、原著が商業簿記の初歩を解説するものであるので、その訳書である本書も簿記技

術的には必ずしも高度な内容を扱うものではないが、福澤がこの訳出に際して、未だ世間

には知られざる西洋簿記がわが国の商業実践に受け入れられるように、さまざまな工夫を

凝らしていることは興味深い。 

 本書は、わが国に複式簿記を伝えた先駆けであるだけでなく、これによって初めて複式

簿記に接し、福澤の薫陶を受けた慶應義塾卒業生達の活躍を通じて、その後の複式簿記教

育あるいは簿記実践に多大な影響を与えた。わが国の簿記史にとって一大画期をなす書物

であるといえる。 

 

＜展示資料５＞ 文部省『馬耳蘇氏記簿法』明治 8年、9年刊 

 本書は、アメリカの公認会計士 C.C.Marsh の著作  “A Course of Practice in 

Single-Entry Book-keeping.”(1871) を翻訳した簿記教科書である。わが国では明治 5 年

に学制が頒布され、そこに規定された小・中学校の教科目の中に、記簿法が置かれていた。

その教科書として文部省から刊行されたのが本書である。本書は原著のタイトルの通り単

式簿記を内容としているが、この続編である  “ The Science of Double-Entry 

Book-keeping.” (1871) は、明治 9 年に『馬耳蘇氏複式記簿法』として訳出され、ともに

小・中学校の教科書として使用された。訳者は文部省の役人で慶應義塾出身の小林儀秀で

ある。 



 

 

＜展示資料６＞ 藤井清著『略式帳合法付録』明治 11年刊 

 本書の内容は、『帳合之法』と同じく米国簿記を踏襲するものであり、初歩的かつ実践

的な商業簿記学習を意図した平易な解説書である。著書の藤井清は、福澤諭吉に私淑した

簿記教師であり、本書の他にも『和欧帳面くらべ』を出版し、神戸商法講習所において簿

記教育に尽力した。 

 

＜展示資料７＞ 森下岩楠・森島修太郎著『三菱商業学校簿記学階梯』明治 12 年刊 

＜展示資料８＞ 森島修太郎著『簿記学第壹』明治 1５年刊 

 『簿記学階梯』は、三菱商業学校の簿記教科書として刊行された。共著者のうち森下は

三菱商業学校の校長であり、森島は同校の教師である。三菱商業学校は、郵便汽船三菱会

社の初代社長である岩崎弥太郎が明治 11 年に創設したわが国初の私立商業学校である。

三菱会社では、明治 9年にはすでに西洋簿記による損益勘定書（損益計算書）と資産負債

勘定書（貸借対照表）を作成していることから、当時としては未だ珍しい複式簿記を運用

できる人材を育成することも三菱商業学校の狙いのひとつであった。著者のひとり森島は

明治 8 年の商法講義所（一橋大学の前身）の開設とともに慶應義塾から転出して、

W.C.Whitneyに師事した。そこで学んだ E.G.Forsomの受渡説（取引を等しい価値と価値

との交換と捉える考え方）に影響を受け、三菱商業学校教師となった後、フォルソム理論

に基づき『簿記学階梯』、『簿記学例題』、および『簿記学第壹』を著した。 

 

＜展示資料９＞ 竹田等著『商用簿記学』明治 1５年刊 

 本書は、著者である竹田が京橋区日本橋に開いた簿記講習所において西洋簿記を講じる

ための理論書として刊行された。竹田もまた福澤門下として慶應義塾で『帳合之法』を学

び、明治期において簿記教育に携わった人物である。 

 

＜展示資料 10＞ 秋山行蔵・石川豊太郎共著『商家実用帳合活法』明治２６年刊 

＜展示資料 11＞ 高橋邦次郎著『通俗商業簿記』明治４１年刊 

 明治８年に商法講習所、11 年に三菱商業学校が開設されるなど、これ以降明治 20 年代

を通じて西洋簿記ブームが生まれた。私立学校で簿記に関する科目が設定されるだけでな

く、簿記を専門に学ぶ学校の設立が相次ぎ、教科書需要が高まった。展示資料 10 および

11 もまたこうしたブームにより出版された簿記教科書であるとみられ、タイトルの通り、

内容は商業簿記の初歩を解説したものである。 

 

＜展示資料 12＞ 東奭五郎著『新案詳解商業簿記』明治３６年刊 

 本書の著者東奭五郎は神戸高等商業学校教授を勤めたのち、わが国初めての職業会計士

となった人物である。本書が刊行された明治後期にはすでに商法が施行され、先駆的な大

企業では西洋簿記を採用する事例も見られるようになった。そうした時代にあって本書は、

単に簿記技術の解説にとどまらず、あるいは欧米の簿記書を翻訳しその原著者の思想をそ

のまま受け入れるのではなく、西洋簿記によって記録計算される商取引の性質を会計理論

的に意味づけ、かつその取引を表現する勘定構造を明らかにした会計学の草分け的書物で

ある。 


